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1 5 ②高まる健康意識 意見

船橋市も老年人口が増加しており、高齢者が生きがいを感じながら働くことは健
康の増進につながり、延いては、介護・医療費等の増加の軽減に資するものと思
われる。従い、対高齢者施策は、従来の健康増進、医療、介護面等を中心とした
ものに加えて、働く意欲のある高齢者の就業機会の増加につながる施策を入れる
方が、船橋市の状況を鑑み、より適切ではないのかと考える。これは、政府も
「骨太の方針」において「人生100年時代」を迎えて、高齢者の雇用の促進を進
めており、正に時代の要請に沿ったものと考えられる。これが、延いては年金・
医療費・介護費・人手不足などの問題解決につながる施策の一つとなると考えら
れる。
具体的には、例えば、表題を「②高まる健康意識」から、「②高まる健康意識と
生きがい」に変更して、骨子案の文章につなげて、「また、働く意欲のある高齢
者の就業機会を増加させる取り組みを進める。これにより、高齢者が社会に貢献
することで生きがいを感じながら最後まで元気に活躍できる機会と場を提供する
ことが期待される。」などとしてはどうか。

萬屋委員

2 6
②より安全・安心に暮
らせる都市基盤の整備

意見

自然災害への対応は、インフラ整備などのハード面の対策のみならず、精度が高
く且つシンプルなソフト面（個々人の防災意識の向上、現実的な避難場所・避難
手順、初動対応など。比較的費用が掛からない）の対策も入れた方が、より適切
と考えられる。
具体的には、骨子案の文章につなげて、例えば「加えて、市民の防災意識向上と
個々の状況に合致した現実的な避難手順の整備に取り組む必要がある。」などと
してはどうか。

萬屋委員

骨子案についての事前意見
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